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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
園
長
）
は
５
月
18
日
、、
恒

例
の
親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
開
催

し
た
。
子
供
た
ち
は
手
作
り
の

サ
ン
バ
イ
ザ
ー
を
か
ぶ
っ
て
登

場
。
親
子
体
操
で
体
を
動
か
し

た
後
、
卵
レ
ー
ス
と
新
聞
紙
ゲ

ー
ム
が
行
わ
れ
た
。

　

卵
レ
ー
ス
で
は
、
親
子
で
手

を
つ
な
ぎ
、
お
た
ま
に
乗
せ
た

卵
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
慎
重

に
走
り
な
が
ら
リ
レ
ー
。
新
聞

紙
ゲ
ー
ム
で
は
、
親
子
が
新
聞

紙
の
上
に
立
ち
、
先
生
と
じ
ゃ

ん
け
ん
を
し
て
負
け
る
た
び
に

新
聞
紙
を
折
っ
て
い
く
ル
ー

ル
。
徐
々
に
小
さ
く
な
る
新
聞

紙
の
上
で
、
親
子
で
ぎ
ゅ
っ
と

く
っ
つ
き
な
が
ら
工
夫
し
て
立

つ
姿
が
見
ら
れ
、
会
場
に
は
笑

い
声
が
あ
ふ
れ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
「
キ
ャ
ン

パ
ス
探
検
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
」
で

は
、
子
供
た
ち
が
作
っ
た
カ
ラ

フ
ル
な
地
図
を
手
に
、
小
さ
な

足
で
池
の
ま
わ
り
を
一
生
懸
命

歩
き
な
が
ら
シ
ー
ル
を
集
め

た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
景
品
を
受

け
取
る
と
、
誇
ら
し
げ
に
保
護

者
に
見
せ
る
微
笑
ま
し
い
姿
も

見
ら
れ
た
。
ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
ム

の
後
は
、
ぱ
か
ぽ
こ
歩
き
、
シ

ャ
ボ
ン
玉
、
タ
ト
ゥ
ー
シ
ー
ル

な
ど
の
遊
び
を
楽
し
み
、
青
空

の
下
で
大
人
も
子
供
も
一
緒
に

た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
5

月
24
日
、
Ｎ
Ｙ
州
認
定
ス
ク
ー

ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
で
あ
り
、

特
別
支
援
教
育
教
員
の
資
格
を

持
つ
同
校
教
育
相
談
員
・
バ
ー

ン
ズ
亀
山
静
子
氏
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
「
日
本
語
が
苦
手
な
お
子

さ
ん
を
親
と
し
て
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
」
を
開

催
し
た
。
バ
ー
ン
ズ
氏
は
、
長

年
に
わ
た
り
現
地
校
や
日
本
人

学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
心

理
・
教
育
的
支
援
に
携
わ
っ
て

き
た
経
験
か
ら
、「
日
本
語
に

苦
手
意
識
を
持
つ
子
ど
も
に

は
、
ま
ず
安
心
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
」と
語
り
、

「
言
語
は
親
子
の
心
の
つ
な
が

り
。
無
理
に
教
え
る
の
で
は
な

く
、
寄
り
添
い
な
が
ら
関
係
性

の
中
で
育
ん
で
い
く
も
の
」
と

の
視
点
を
提
示
し
た
。

　

保
護
者
会
主
催
の
同
セ
ミ
ナ

ー
に
は
、
幼
児
部
・
初
等
部
を

中
心
と
し
た
保
護
者
が
参
加

し
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
環
境
で
育

つ
子
ど
も
へ
の
日
本
語
支
援
や

家
庭
で
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
、
実
体
験
を
も
と
に
し
た
学

び
と
気
づ
き
が
共
有
さ
れ
た
。

　

当
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
同
校
保
護
者
の
井
上
智
香

子
氏
が
登
壇
。
か
つ
て
自
身
の

子
供
が
日
本
語
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
た
実
体
験
を
共
有

し
、「
先
輩
や
先
生
方
に
相
談

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
気
づ
き

が
あ
り
、と
て
も
励
ま
さ
れ
た
」

と
語
っ
た
。
保
護
者
と
し
て
試

行
錯
誤
す
る
中
で
、
言
語
習

得
を“

勉
強”

と
し
て
で
は
な

く“

愛
情
と
文
化
の
共
有”

と

捉
え
直
す
視
点
が
生
ま
れ
た
と

い
う
。
バ
ー
ン
ズ
氏
は
「
子
ど

も
が
親
の
母
国
語
や
文
化
を
学

ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が

“

愛”

の
表
現
」
と
述
べ
、
会

場
か
ら
も
深
い
共
感
と
納
得
の

声
が
上
が
っ
た
。

　

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で

の
関
わ
り
方
を
見
つ
め
直
す
時

間
と
な
っ
た
。保
護
者
か
ら
は
、

「
な
ぜ
日
本
語
を
学
ば
せ
て
い

る
の
か
、
そ
の
理
由
が
改
め
て

明
確
に
な
っ
た
」「
親
の
母
国

語
を
学
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
た
い
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
他
の
保

護
者
の
話
を
聞
け
た
こ
と
で
、

自
分
だ
け
で
は
な
い
と
安
心
で

き
た
」
と
い
っ
た
声
も
多
く
、

参
加
者
に
と
っ
て
学
び
と
勇
気

を
得
る
機
会
と
な
っ
た
。

言
語
の
家
庭
支
援

Ｎ
Ｙ
補
習
授

業
校
Ｌ
Ｉ
校

バ
ー
ン
ズ
さ
ん
語
る

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
中
心

に
、
日
本
の
歌
や
踊
り
の
発
表

や
定
例
句
会
を
開
催
し
、
継
承

語
と
し
て
の
日
本
語
を
幅
広
く

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ

が
４
月
19
日
、
高
齢
者
施
設

（Gwynedd Estate)

を
訪
問

し
、
日
本
の
歌
や
踊
り
を
披
露

し
交
流
会
を
行
っ
た
。

　

ゆ
か
た
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
で
は
、
幕
が
開
く
と
会
場

は
拍
手
と
声
援
で
一
気
に
盛
り

上
が
り
、
開
演
を
待
っ
て
い
た

40
人
ほ
ど
の
観
客
の
顔
が
パ
ッ

と
明
る
く
な
っ
た
。
浴
衣
や
法

被
を
身
に
ま
と
い
堂
々
と
花
道

を
歩
く
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
、「
か
わ

い
い
！
」「
と
て
も
良
く
似
合

っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
か
け

ら
れ
た
。「
さ
く
ら
」
の
合
唱

に
続
き
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

と
な
り
、
手
品
シ
ョ
ー
や
日
本

文
化
ク
イ
ズ
等
が
舞
台
上
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
と
、
会
場
は
始

終
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
７
歳
の
女
の
子
の
歌
「
い

い
日
旅
立
ち
」
が
始
ま
る
と
、

澄
ん
だ
歌
声
に
参
加
者
み
ん
な

が
う
っ
と
り
と
聞
き
入
っ
て
い

た
。
発
表
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ど
の
子
も
自
信
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
日
に
ち
な

ん
で
、
新
聞
紙
で
作
っ
た
兜
に

観
客
一
人
一
人
の
名
前
を
日
本

語
で
書
い
て
贈
る
と
「
日
本
語

で
名
前
を
書
い
て
も
ら
え
て
感

激
」「
日
本
語
は
と
て
も
美
し

い
」
等
、
数
々
の
嬉
し
い
声
を

耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
々

頑
張
っ
て
ア
メ
リ
カ
で
日
本
語

を
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
今
後
の
日
本
語
学
習
に

や
る
気
が
出
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
最
後
は
三
三
七
拍
子

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
締
め
く

く
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
校
で
５
月

17
日
、
保
護
者
会
主
催
の
「
米

国
大
学
進
学
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
た
。
日
米
で
20
年
以
上

教
育
に
携
わ
り
「
無
限
先
生
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
」
を
設
立
し
た

ラ
イ
ア
ン
・
フ
ィ
ニ
ス
ィ
夫
妻

を
講
師
に
迎
え
、
日
本
語
と
英

語
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
準

備
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

前
半
は
「
親
の
マ
イ
ン
ド
セ

ッ
ト
」
が
テ
ー
マ
。
フ
ィ
ニ
ス

ィ
氏
は
、
親
子
の
価
値
観
や
信

念
が
影
響
し
合
い
、
そ
れ
が
ス

ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
軽
減
に
は
子
ど
も
の
感
情
理

解
と
個
々
に
合
っ
た
学
び
を
根

気
強
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
達
成
可
能
な
目
標
設
定

も
や
る
気
を
引
き
出
す
鍵
と
し

て
強
調
し
た
。
後
半
で
は
、
日

本
と
は
全
く
異
な
る
米
国
の
大

学
進
学
準
備
に
つ
い
て
説
明
。

米
国
で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ｇ
Ｐ
Ａ
な

ど
の
点
数
だ
け
で
は
合
格
は
難

し
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
課
外
活
動
、
エ
ッ

セ
イ
、
興
味
分
野
へ
の
熱
意
な

ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
と

い
う
現
実
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

最
後
に
「
無
限
先
生
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
」
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
桑
原
紀
子
氏
が

登
壇
。
自
身
の
経
験
を
も
と
に

「
言
語
障
害
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
ニ

ー
ズ
）が
あ
っ
た
子
ど
も
で
も
、

そ
の
子
に
合
っ
た
方
法
で
進
め

ば
大
学
進
学
は
可
能
」
と
語
っ

た
。
得
意
を
伸
ば
し
、
弱
み
も

個
性
と
し
て
自
己
表
現
が
で
き

る
エ
ッ
セ
イ
の
重
要
性
も
述
べ

た
。
講
義
中
に
は
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
予
定
時
間
を
超

え
て
セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
。
保
護

者
か
ら
は
「
大
変
参
考
に
な
っ

た
」「
低
学
年
か
ら
で
き
る
こ

と
が
あ
り
、
早
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。

高齢者施設を訪問
フィラデルフィアの日本クラブ米国大学進学セミナー

NY補習校LI校で開催

手
作
り
の
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
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